
　わたしたちのまわりには、銅や漆などで作られた伝統工
芸品がたくさんあります。
　伝統の優れた技術をもつ職人さんが天然の材料を使い、
心を込めて手作りする伝統工芸品に触れると、わたしたち
にもその心が伝わってきます。だから今も伝統工芸品を愛
する人がたくさんいるのです。
　高岡市の伝統的工芸品『高岡銅器』と『高岡漆器』の歴史
や、くらしとのつながりを見ながら、伝統工芸について、これ
から少し勉強してみることにしましょう。

がつねんれい わ

　伝統的工芸品は、昔から伝わる技術を
用い、天然の材料を使って主に手で作ら
れるものです。日本には1000品目以上
ありますが、国が法律を作って保護・育成
している「伝統的工芸品」は、240品目
（令和4年11月現在）あります。
　富山県では、高岡銅器、高岡漆器、越中
福岡の菅笠、井波彫刻、越中和紙、庄川
挽物木地の6品目が指定されています。

でんとうてきこうげいひん ぎ じゅつ

もち てんねん おも

ほうりつ いくせい

でんとうてきこうげいひん

えっちゅう

えっちゅう わ　しい なみ  ちょうこく しょうがわすげがさふくおか

ひきもの  き　 じ し てい

ほ　ご

（令和4年11月現在）

［富山県のおもな
　　　伝統工芸士の人数］
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※「高岡特産産業のうごき　令和２年度版」参照

やく おく

高岡銅器の販売額は全体で約96億円。

高岡銅器の販売額はどのくらい？
はんばいがく
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 宝石箱　錆絵花鳥木蓮
ほうせきばこ　　 さび え か ちょうもく れん

※「高岡特産産業のうごき　令和2年度版」参照

高岡漆器の販売額はどのくらい?
はん ばい がく

高岡漆器の販売額は全体で約2億円です。
やく おく

胴張銘々皿　桜
どう ばりめい めい ざら　     さくら

八角飾皿　花鳥　      干菓子盆　鯛彫
彫刻塗　手鏡　         小箱　古代朱　桜

はっかくかざりざら　　  か ちょう

ちょうこく ぬり　     て かがみ こ ばこ　      こ だい しゅ　    さくら

ひ が し ぼん        たい ぼり
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